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決算報告
平成20年度 土庄町
会　　計　　名 歳　入 歳　出
一　般　会　計 7,522,606 7,364,058

特　
　

別　
　

会　
　

計

簡易水道事業 42,427 41,063
国民健康保険事業 1,912,544 1,823,118
老人保健事業 243,179 243,179
埋 立 事 業 61,307 254,276
大鐸財産区 10,696 9,178
農業集落排水事業 22,839 22,839
介護保険事業 1,282,508 1,242,626
福祉サービス事業 108,932 108,932
後期高齢者医療事業 236,050 236,050 
大部財産区 8,660 7,599 
小　　計 11,451,748 11,352,918

企
業
会
計

水 道 事 業 438,892 368,577
病 院 事 業 1,706,681 1,799,074
小　　計 2,145,573 2,167,651

合　　　　計 13,597,321 13,520,569

・民 生 費…障害者福祉、高齢者福祉、児童福祉などの事業に要するお金
・総 務 費…人事、企画、財政、徴税、戸籍、統計など、他部門に分類さ

れない事業に要するお金
・公 債 費…町債（町の借金）を返済する元利償還金（元金と利子）
・衛 生 費…成人・老人保健、母子保健、廃棄物処理、公害対策などの事

業に要するお金
・教 育 費…学校教育、生涯学習、スポーツ振興などの事業に要するお金
・土 木 費…道路、港湾、河川などの事業に要するお金
・農林水産業費…農林水産業の振興などの事業に要するお金
・消 防 費…火災、救急、風水害、地震などの事業に要するお金
・議 会 費…議会の活動に要するお金
・商 工 費…商工業振興、観光振興などの事業に要するお金
・労 働 費…労働者福祉の事業に要するお金

用 語 解 説

町民１人に使われたお金
（人口　平成21年3月31日現在　16,250人）

民生費　93,743円 総務費 46,960円 教育費
　　　　　　117,972円

公債費　58,391円 衛生費　47,971円 土木費　33,664円

農林水産業費　
　　　 21,798円

消防費　19,565円 商工費　5,509円

議会費　5,616円
労働費　1,984円

　

　　　453,173円

各 会 計 決 算 額
（単位：千円）

総支出額
（1人当たり）

教育費
19億1,705
　　　　万円
　　　（26.1%）

普通建設
　　事業費
　　17億9,313
　　　　万円
　　　（24.3%）

民生費
15億2,332　

万円
（20.7%）　　　　

　　人件費
　　14億
　　4,073
　　万円
（19.6%）

総務費
7億6,310
万円
（10.4%）

物件費
8億66
万円

（10.9%）

公債費
9億4,886
万円

（12.9%）

補助費等
11億2,947万円
（15.3%）

衛生費
7億7,952
　　万円
　（10.6%）

公債費
9億4,886
　万円
　（12.9%）

土 木 費
5億4,704万円
（7.4%）

消 防 費
3億1,794万円
（4.3%）

　繰出金
　6億
7,468万円
          　（9.2%）

議 会 費
9,126万円（1.2%）

扶 助 費
4億6,452万円
（6.3%）

商 工 費
　8,952万円（1.2%）
　 　 　 　 労 働 費
　　　　　　　3,224万円（0.4%）

貸　付　金　5,680万円（0.8%）
維持補修費　4,740万円（0.6%）
積　立　金　　　691万円（0.1%）
投資及び出資金 90万円（0.0％）

農林水産業費
3億5,421万円
（4.8%）

一般会計
歳出内訳
（目的別）
73億

6,406万円

一般会計
歳出内訳
（性質別）
73億

6,406万円
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の 家計簿
　平成20年度一般会計および特別会計の決算が12月議会定例会において、認定されました。
　皆さまに納めていただいた大切な税金がどのように使われたのか、その概要をお知ら
せします。

・自力的財源 …………… 町が自主的に収入できる財源
・他力的財源 …………… 国・県から交付されたり、割り当てられたりした財源
・繰　 入　 金 …………… 他の会計や基金から繰り入れられたお金
・繰　 越　 金 …………… 前年度から今年度に持ち越したお金
・国・県支出金 …………… 国や県が認めた特定の事業に対し、交付されたお金
・町　　　　債 …………… 町が、ある事業をするための財源を調達する目的で借り入れたお金
・地方交付税 …………… 国が徴収した税金のうち、地方公共団体間の財源の均衡化と標準的行政水準を維持するための

財源を保障する目的で、財源不足の団体のみに交付されるお金
・地方譲与税 …………… 国税として徴収し、地方公共団体に一律に配分されるお金
・分担金及び負担金 ……… 事業に必要な経費を、その受益者から徴収したお金（保育料など）
・使用料及び手数料 ……… 使用料は公の施設を使用した場合に徴収したお金
　　　　　　　　　　　　　手数料は、提供したサービスの費用（住民票の交付手数料など）

用 語 解 説

　平成20年度一般会計決算の歳入総額は、対前年度比6.8％増の75億2,261万
円、歳出総額は、8.0%増の73億6,406万円となり、歳入歳出差引額（形式収支）
は1億5,855万円の黒字となりました。

町　税
16億368万円
（21.3%）

町　債
9億8,757万円
（13.1%）

県支出金
　4億9,855
　　　万円

　　　（6.6%）

国庫支出金
8億7,392万円
（11.6%）

地方交付税
24億2,166万円
（32.2%）

繰 入 金　2億5,612万円（3.4%）

分担金及び負担金   1億6,329万円(2.2%）
繰　越　金　　　       5 ,161万円(0.7%）
財 産 収 入　　　　　 　3,972万円(0.5%）
寄　附　金　　　　　 　 193万円(0.1%）

地方消費税交付金      1億5,272万円（2.0％）
地方譲与税            　　7,441万円（1.0％）
自動車取得税交付金　　　3,582万円（0.5％）
利子割交付金　　　　　　1,032万円（0.1％）
配当割交付金　　　　　　 372万円（0.0％）
地方特例交付金　　　　　1,472万円（0.2％）
株式譲渡所得割交付金　　 137万円（0.0％）
交通安全対策特別交付金　 185万円（0.1％）

※町税収入の内訳
　固定資産税　　　7億5,100万円
　　町 民 税　　　6億7,787万円
　　　たばこ税　   1億　888万円
　　　　軽自動車税　　4,205万円
　　　　　入 湯 税　　2,388万円

使用料及び手数料
2億2,511万円（3.0%）

諸 収 入
1億452万円（1.4%）

自　力
　　的
　　　財
　　 　 源

32.6
%

67.4%

他
力

的

財

源

一般会計
歳入内訳
75億

2,261万円


